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1
月
19
日
、
三
種
町
、
鹿
角
市
を
舞

台
に
撮
影
が
行
わ
れ
た
映
画
『
デ
イ
ア

ン
ド
ナ
イ
ト
』
の
先
行
上
映
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
1
月
26
日
か
ら
の
全
国
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
に
先
駆
け
て
、
山
本
ふ
る
さ

と
文
化
館
で
25
日
ま
で
上
映
さ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
映
画
を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
夕
方
か
ら
琴
丘
総
合
体

育
館
に
て
舞
台
挨
拶
が
行
わ
れ
、
主
演

の
阿
部
進
之
介
さ
ん
、安
藤
政
信
さ
ん
、

藤
井
道
人
監
督
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手

掛
け
た
山
田
孝
之
さ
ん
、
さ
ら
に
は
映

画
館
の
な
い
地
域
に
映
画
を
届
け
る
シ

ネ
マ
バ
ー
ド
を
手
掛
け
る
齊
藤
工
さ
ん

が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
町
し
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

舞
台
挨
拶
会
場
に
は
町
内
外
か
ら

８
０
０
人
が
詰
め
か
け
、
５
人
が
後
方

か
ら
客
席
の
中
央
に
ひ
か
れ
た
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
歩
い
て
登
場
す
る
と
大

き
な
歓
声
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
阿
部
さ
ん
が
「
た
だ
い
ま
」

と
一
言
あ
い
さ
つ
し
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
続
い
て
藤
井
監
督
が
、

釜
谷
浜
の
風
景
を
見
て
、
自
分
の
作
り

た
い
映
画
の
風
景
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
感

じ
て
撮
影
地
に
決
定
し
た
こ
と
、無
事
、

映
画
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
と
安
藤
さ
ん
は
三
種
町
で

の
炊
き
出
し
の
美
味
し
さ
や
風
車
の
景

色
の
美
し
さ
な
ど
撮
影
時
の
思
い
出
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
「
三
種
町
は
い
い
画え

を

た
く
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
切
り
取
る
こ
と
が
で
き
て

藤井　道人監督 安藤　政信さん 山田　孝之さん 齊藤　工さん阿部　進之介さん

映画「デイアンドナイト」三種町に凱旋
先行上映会・舞台挨拶

力
強
い
映
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。
齊
藤
さ
ん
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
魅
力
を
感
じ
参
加
し
た
こ
と
、

山
田
さ
ん
達
の
妥
協
し
な
い
映
画
づ
く

り
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
町
を
代
表
し
て
７
人
か
ら
花

束
が
贈
呈
さ
れ
、
阿
部
さ
ん
が
「
三
種

町
の
皆
さ
ん
が
、
俺
た
ち
の
映
画
だ

よ
！
と
言
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
。
三
種
町
の
風
景
が
映
っ
た
こ
の
映

画
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」。
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

三
種
町
の
皆
さ
ん  

た
だ
い
ま
！

① 

釜
谷
浜
の
風
車　

ロ
ケ
地

の
決
め
手
と
な
っ
た
風
景
。

映
画
で
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
映
像
が
。

② 

三
種
町
役
場　

風
祭
市
役

所
と
し
て
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。
隣
の
八
竜
体
育
館
で

も
夜
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。

③ 

川
上
自
動
車　

主
人
公
が

工
場
を
訪
れ
る
シ
ー
ン
が

撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

④
主
人
公
、明
石
の
家（
浜
田
）

　

そ
の
他
に
も
三
種
町
で
の

シ
ー
ン
が
随
所
に
。
映
画
館

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

三
種
町
撮
影
は
こ
こ
！

先
行
上
映
を
終
え
て

　
　
　
制
作
支
援
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
岩
谷
　
作
一

　

一
昨
年
11
月
か
ら
撮
影
が
行
わ
れ
た

映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」
が
多
く

の
方
が
た
の
協
力
で
よ
う
や
く
先
行
上

映
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

19
日
の
初
演
を
観
た
方
か
ら
は
「
重

い
テ
ー
マ
だ
っ
た
が
熱
演
に
感
動
し

た
」
と
か
「
ふ
る
さ
と
の
風
景
が
日
常

と
違
っ
た
視
点
で
映
像
化
さ
れ
、
町
の

良
さ
を
再
認
識
し
た
」
と
い
う
感
想
が

多
く
聞
か
れ
、
支
援
し
た
私
共
も
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。

　

舞
台
挨
拶
を
含
め
、
県
内
外
よ
り
た

く
さ
ん
の
方
が
た
の
ご
来
場
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
映
画
撮
影
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
今
後
も
映

画
作
り
に
協
力
で
き
れ
ば
幸
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

▲ たくさんのファンが入場を
出迎えました

◀映画出演しています！
　佐々木龍雅くん（大谷地） ▲先行上映会場初日（ふるさと文化館）

　
映
画
「
デ
イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」

は
25
日
ま
で
山
本
ふ
る
さ
と
文
化

館
で
先
行
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、全
国
の
映
画
館
で
絶
賛
公

開
中
で
す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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平
成
30
年
度
東
北
農
政
局
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
に

三
種
町
森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化

協
議
会
が
選
定
さ
れ
、
12
月
19
日
、
仙

台
合
同
庁
舎
に
お
い
て
東
北
農
政
局
長

か
ら
選
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）

の
宝
は
、「
強
い
農
業
」「
美
し
く
活
力

あ
る
農
山
漁
村
」
の
実
現
の
た
め
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の

優
良
事
例
を
選
定
す
る
も
の
で
、
今
年

度
東
北
農
政
局
で
は
14
団
体
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

　

三
種
町
森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性

化
協
議
会
は
、
産
業
振
興
を
目
的
に
各

種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
「
じ
ゅ
ん
さ

い
」
に
よ
る
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及

活
動
や
販
売
拡

大
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡

大
な
ど
の
活
動

が
認
め
ら
れ
選

定
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
献
血
事
業
へ
の
貢
献

度
が
評
価
さ
れ
、「
前
田
製
管（
株
）秋

田
工
場
」（
鵜
川
字
八
幡
台
）に
先
ご
ろ
、

厚
生
労
働
省
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

平
成
30
年
度
　
保
護
司
関
係
表
彰瑞

宝
双
光
章

池
田
　
和
男

東
北
地
方
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰

牧
野
三
千
雄
　

金
子
　
孝
藏

東
北
地
方
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰
（
内
助
功
労
）

清
水
　
昭
德
（
洋
子
）

秋
田
保
護
観
察
所
長
表
彰

伊
藤
　
邦
雄
　

工
藤
　
恭
一

秋
田
県
保
護
司
会
連
合

会
長
表
彰

渡
邊
　
紫
山
　

工
藤
　
昭
子

水
野
　
京
子

秋
田
県
保
護
司
会
連
合

会
長
感
謝
状（
内
助
功
労
）

河
村
　
正
子
（
廣
健
）

渡邊　紫山さん

牧野三千雄さん 伊藤　邦雄さん

工藤　昭子さん 水野　京子さん

工藤　恭一さん

献
血
へ
の
継
続
的
な
取
組
み
高
く
評
価

前
田
製
管（
株
）秋
田
工
場
に

厚
生
労
働
省
が
感
謝
状

　

11
月
8
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
51
回

秋
田
県
更
生
保
護
大
会
の
席
上
に
お
い
て
次
の
方
が
た
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
の
会

の
会
員
と
し
て
更
生
保
護
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
更

生
保
護
活
動
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

三
種
町
森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協
議
会

東
北
農
政
局「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」に
選
定

平
成
30
年
度

　

同
社
は
、
旧
八
竜
町
時
代
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、「
地
域
に
根
を
張
っ
た

企
業
と
し
て
、
少
し
で
も
協
力
で
き
る

事
が
あ
れ
ば
」
と
の
思
い
か
ら
、
一
貫

し
て
献
血
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
「
秋
田
工
場
も
操
業
40
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
。
一
定
水
準
の
献
血
実
績

を
常
に
保
つ
の
は
簡
単
な
事
で
は
無
い

が
、
隣
接
す
る
ハ
イ
テ
ク
ウ
ッ
ド（
株
）

の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
今
後

と
も
で
き
る
限
り
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
努
め
た
い
」
＝
佐
々
木
重
美
工
場
長

＝
と
、
大
変
心
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。
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１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館

を
会
場
に
平
成
31
年
三
種
町
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
祈
願
祭
で
今
年
の
無

火
災
を
祈
願
し
た
後
、
駐
車
場
に

移
動
し
て
観
閲
式
が
行
わ
れ
、
田

川
町
長
、青
山
竹
千
代
消
防
団
長
、

佐
藤
和
美
三
種
消
防
署
長
の
観
閲

を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
団
員
を
は
じ
め
来
賓
な

ど
約
３
６
０
人
が
出
席
し
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
川
町
長
は
式
辞
で
、
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
訓
練
活

動
等
を
行
い
心
身
の
鍛
錬
と
技
術

の
向
上
に
努
め
、
町
民
の
熱
い
期

待
に
応
え
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
消
防
団
活
動
が
し

や
す
い
環
境
整
備
と
地
域
防
災
体

制
を
進
め
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
述

べ
ま
し
た
。

　

青
山
団
長
は
、
昨
年
起
こ
っ
た

７
件
の
火
災
や
三
種
川
流
域
の
大

雨
被
害
等
に
ふ
れ
、「
予
期
せ
ぬ

災
害
に
的
確
に
対
処
し
て
い
く
の

が
消
防
人
と
し
て
の
使
命
で
あ

り
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
技
術
の

向
上
や
消
防
人
と
し
て
の
意
識
の

高
揚
に
努
め
、
一
致
団
結
し
て
災

害
に
立
ち
向
か
い
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
一
層
努
力
す

る
こ
と
を
誓
う
」
と
訓
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
人

と
し
て
地
域
の
た
め
に
活
躍
さ
れ

て
き
た
団
員
に
対
し
秋
田
県
知
事

表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
秋
田
県
消

防
協
会
長
表
彰
な
ど
１
０
２
個
人

お
よ
び
８
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
工
藤
金

晴
副
団
長
が
「
諸
先
輩
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
指
導
援
助
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
消
防
人
と
し
て
与
え
ら

れ
た
任
務
遂
行
の
た
め
、
よ
り
一

層
精
励
す
る
覚
悟
で
す
」
と
力
強

く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
県
消
防

の
歌
「
わ
れ
ら
あ
り
」
を
斉
唱
し
、

万
歳
三
唱
を
行
っ
て
今
年
一
年
の

無
火
災
を
誓
い
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

祈願祭

忘れてない？ サイフにスマホに  火の確認

三種町消防
平成31年 出初式

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

一
致
団
結
し
て
災
害
に
立
ち
向
か
う
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秋
田
県
知
事
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

三
種
町
長
表
彰

三
種
町
消
防
団
長
表
彰

●

有
功
章

　

第
３
分
団　

分
団
長　

熊
谷　
　

勉

　

本
部
分
団　

分
団
長　

鈴
木　
　

寿

　

第
４
分
団　

分
団
長　

池
内　

清
浩

　

第
６
分
団　

分
団
長　

大
谷　

金
良

　

第
８
分
団　

分
団
長　

金
子　

誠
孝

●

40
年
永
年
勤
続
功
労
章

　

本　
　

部　

副
団
長　

工
藤　

金
晴

●

35
年
永
年
勤
続
章

　

第
２
分
団　

分
団
長　

近
藤　
　

優

　

第
４
分
団　
副
分
団
長　

茎
沢　

正
幸

●

30
年
永
年
勤
続
章

　

第
８
分
団　

分
団
長　

三
浦　

広
正

　

第
１
分
団　
副
分
団
長　

工
藤　

精
喜

　

第
１
分
団　

部　

長　

神
田　
　

誠

　

第
７
分
団　

団　

員　

日
諸　
　

貢

　

第
７
分
団　

団　

員　

日
諸　

英
司

●

25
年
永
年
勤
続
章

　

第
８
分
団　

分
団
長　

牧
野　

昌
信

　

第
２
分
団　

分
団
長　

小
玉　

雅
英

　

第
２
分
団　
副
分
団
長　

小
玉　

明
彦

　

第
３
分
団　
副
分
団
長　

工
藤　
　

司

　

第
４
分
団　
副
分
団
長　

島
田　

久
昭

　

第
５
分
団　
副
分
団
長　

遠
藤　

勝
昭

　

第
６
分
団　
副
分
団
長　

北
林　

重
文

　

第
７
分
団　
副
分
団
長　

泉　
　

悟
史

　

第
８
分
団　
副
分
団
長　

牧
野　

浩
一

　

第
１
分
団　

班　

長　

児
玉　

昭
弘

　

第
７
分
団　

班　

長　

関　
　

昇
誠

●

20
年
永
年
勤
続
章

　

第
５
分
団　

分
団
長　

笹
村　

敏
一

　

第
８
分
団　

部　

長　

伊
東　
　

明

　

第
１
分
団　

班　

長　

近
藤　

喜
好

　

第
２
分
団　

班　

長　

小
玉　

清
美

　

第
５
分
団　

班　

長　

金
子　

鉄
郎

　

第
６
分
団　

班　

長　

平
澤　

卓
也

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
山
内　

要

　

第
４
分
団　

団　

員　

近
藤　

裕
孝

　

第
５
分
団　

団　

員　

櫻
庭　

浩
一

　

第
５
分
団　

団　

員　

笹
村　

由
文

　

第
７
分
団　

団　

員　

相
原　

知
行

　

第
７
分
団　

団　

員　

若
松　
　

忠

　

第
７
分
団　

団　

員　

三
浦　

卓
也

●

10
年
勤
続
章

　

工
藤　
　

悟　
　

佐
々
木
政
幸

　

鎌
田　

春
美　
　

渡
部　

宏
輝

　

國
柄　

良
太　
　

板
倉　

利
昌

　

安
田　

一
哲　
　

山
崎　
　

将

　

齊
藤　

裕
樹　
　

田
村　

康
浩

　

板
倉　
　

治　
　

加
藤　

正
敏

　

北
林　
　

誠　
　

岡　
　
　

佑

　

田
森　

文
広　
　

進
藤　

一
弘

　

内
藤　

康
博　
　

腰
丸　

涼
一

　

成
田　

圭
吾　
　

金
子　

裕
司

　

嶋
田　

高
春

●

７
年
勤
続
章

　

板
垣　

雄
平　
　

三
浦　
　

忍

　

髙
﨑　

金
厚　
　

髙
松　

寿
樹

　

櫻
田
慎
太
郎　
　

小
山
内　

晃

　

田
代　

隆
太　
　

西
坂　

高
生

　

金
子　

浩
二　
　

清
水　

和
也

　

檜
森　

大
輝　
　

畠
山　

勝
人

●

５
年
勤
続
表
彰

　

佐
藤　

勝
真　
　

田
崎　

真
悟

　

大
髙　

一
成　
　

板
倉　
　

渉

　

田
村　

俊
輔　
　

信
太　

直
人

　

児
玉　

清
広　
　

嶋
田　

裕
介

　

泉　

宗
一
郎　
　

畠
山　
　

健

　

加
賀
谷
健
一　
　

岩
谷　
　

篤

　

檜
森　
　

晃　
　

畠
山　

孝
寛

●

優
良
警
火
団
表
彰

　

湖
北
小
学
校　

鵜
川
２
こ
ど
も
会

　

琴
丘
小
学
校　

牡
丹
こ
ど
も
会

　

森
岳
小
学
校　

林
崎
こ
ど
も
警
火
団

　

金
岡
小
学
校　

豊
岡
こ
ど
も
警
火
団

●
無
火
災
分
団
表
彰

　

第
２
分
団　

10
年
８
か
月

　

第
３
分
団　

１
年
２
か
月

　

第
４
分
団　

２
年
８
か
月

　

第
７
分
団　

２
年
２
か
月

●

優
良
団
員
表
彰　

　

池
内　

卓
也　
　

三
村　

幸
子

　

岩
谷　

孝
則　
　

飯
塚　

広
樹

　

木
村　

重
仁　
　

鎌
田　

春
美

　

田
中　

隼
人　
　

加
藤　
　

東

　

工
藤藤　

桂
太　
　

安
藤　

義
隆

　

中
田　

雄
市　
　

近
藤　
　

聖

　

近
藤　

和
人　
　

三
村　

祐
平

　

進
藤　

一
弘　
　

佐
々
木
大
介

　

檜
森　
　

晃　
　

伊
藤　

兼
一

優良警火団表彰

秋田県知事表彰（有功章）

被表彰者謝辞

広報 みたね
mitane town
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１
８
７
８
年
（
明
治
11
年
）
２
月
20
日

に
「
海
外
旅
券
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、

「
旅
券
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
生
ま
れ
た

の
が
「
旅
券
の
日
」
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、

大
切
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
確
認
す
る
日
に
し

て
み
て
下
さ
い
。　

　

町
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
本
庁
の
み
）
三
種

町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
は
、
三
種
町

役
場
以
外
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
町
民
係

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
。
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
月
6
日

　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

※
相
談
時
間　

10
時
〜
15
時

【
人
権
擁
護
委
員
】　
八
竜
地
域

　

見
上　

雅
子　

成
田　

隆
道

　

工
藤　

富
直

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
町
民
係

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

平
成
31
年
度
の
加
入
申
し
込
み
が
、

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
制
度

は
、
県
民
が
助
け
合
い
、
災
害
に
あ
っ

た
方
が
た
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。
秋

田
県
内
（
秋
田
市
を
除
く
）
に
住
ん
で

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ

ト
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
交
通
災
害
共
済

　
掛
金
年
額
３
０
０
円

　

道
路
上
に
お
い
て
、
自
動
車
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
等
に
よ
る
事
故
に
よ
る
死

傷
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
歩
行
中
に
こ

れ
ら
の
乗
り
物
に
ひ
か
れ
た
り
し
た
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
死　
　
亡
〕
１
０
０
万
円

〔
後
遺
障
害
〕
50
万
〜
１
０
０
万
円

〔
傷　
　
害
〕
入
院
１
日
２
０
０
０
円

通
院
１
日   

８
０
０
円

２
月
〜
７
月
ま
で
は
、
県
内
の
秋
田
銀

行
、
北
都
銀
行
、
羽
後
信
用
金
庫
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
又
は
郵
便
局
、
秋
田
や
ま

も
と
農
業
協
同
組
合
で
も
加
入
で
き
ま

す
。（
派
出
窓
口
を
除
く
）

★
不
慮
の
災
害
共
済

　
掛
金
年
額
７
０
０
円

　

急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の
事
故
に
よ

る
死
傷
が
対
象
で
す
。【
道
路
以
外
で

の
自
動
車
等
に
よ
る
事
故
、
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
中
の
事
故
、
災
害
時

（
地
震
、
火
災
、
台
風
等
）
の
事
故
な

ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。】

〔
死　
　
亡
〕
60
万
円

〔
後
遺
障
害
〕
30
〜
60
万
円

〔
傷　
　
害
〕
入
院
１
日
１
１
０
０
円

※
通
院
治
療
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
共
済
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日〜

翌
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
み
窓
口

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

☎
８
５
―
４
８
２
３

　
山
本
総
合
支
所　
地
域
生
活
係

☎
８
３
―
２
１
１
１

　
琴
丘
総
合
支
所　
地
域
生
活
係　

☎
８
７
―
２
１
１
１

特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
月
20
日
は「
旅
券
の
日
」

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
12月中 H30累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 ０件 ３件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ０件
全県市町村順位（25市町村中）５位（先月５位）→

平成30年飲酒運転追放等競争最終結果
（25市町村中）５位（H29年10位）↑
飲酒運転は絶対やめましょう！

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
（
第
６
期
）

　
２
月
28
日
が

　
　
　
　
納
期
限
で
す

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
賦
課
係

　
☎
８
５
―
４
８
２
８

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済

平成31年２月 6



学
校
情
報
支
援
員
（
非
常
勤
）　

●

募
集
人
員　
１
人

●

職
務
内
容　

　

小
中
学
校
に
お
け
る
情
報
事
務
補
助
等

●
 

勤
務
場
所　
日
程
表
に
よ
り
町
内
小
中

学
校
を
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分（
う
ち
７
時
間
）

●

賃　
　
金　
時
間
給
８
０
０
円

●

資
格
等　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
や
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

等
の
基
本
操
作
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
経

験
、
普
通
自
動
車
免
許

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
非
常
勤
）　

●

募
集
人
員　
１
人

●
 

職
務
内
容　
小
中
学
生
の
学
校
生
活
に

お
け
る
サ
ポ
ー
ト

●

勤
務
場
所　

町
内
小
中
学
校

●

勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日

 

８
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
う
ち
６
時

間
）・
学
校
休
業
期
間
を
除
く

●

賃　
　
金　
時
間
給
１
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

■
任
用
（
契
約
）
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
32
年
３
月
31
日

■ 

申
込
手
続　
履
歴
書
（
市
販
）
に
資
格

保
育
士
（
非
常
勤
・
月
給
制
）　

●

募
集
人
員　
６
人
●

職
務
内
容　

　

公
立
保
育
園
に
お
け
る
園
児
保
育

●
 

勤
務
時
間　
月
〜
土
曜
日
・
７
時
〜
19

時（
う
ち
７
時
間
45
分
）・
シ
フ
ト
勤
務
・

休
日
勤
務
の
場
合
有
り

●

賃　
　
金　
月
給
18
万
２
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　

通
勤
費
支
給

●
 

資
格
等　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
・
養
護
教
諭
・
看
護
師
資

格
の
い
ず
れ
か

●

募
集
期
間　
随
時
受
付

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
―
４
８
３
６

教
育
委
員
会

業
務
従
事
者
募
集

町
業
務
従
事
者
募
集

　

平
成
31
年
度
・
平
成
32
年
度
に
お
い
て
、

三
種
町
が
行
う
森
林
整
備
関
係
業
務
の
指

名
競
争
入
札
等
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加

者
審
査
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
関
す
る
規
定
お
よ
び
申

請
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
、
農
林
課
林
務
係
で
配
布
し
ま
す
。

　

町
が
発
注
す
る
平
成
31
年
度
・
平
成
32

年
度
の
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
に
か
か
る
指
名
競
争
入
札
等
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
資
格
審
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
と
お

り
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

受
付
期
間　
２
月
１
日
〜
３
月
20
日

　

 （
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、
土
・
日
・

祝
祭
日
除
く
）

●

資
格
の
有
効
期
間

　

平
成
31
年
５
月
1
日
〜

　

平
成
33
年
４
月
30
日
ま
で
２
年
間

●

受
付
方
法　
持
参
又
は
郵
送
等

●
 

提
出
書
類　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
及
び
添
付
書
類　

一
式

●

提
出
部
数　
１
部

　
 

申
請
書
の
様
式
及
び
添
付
書
類
に
つ
い

て
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

　

http://www.town.m
itane.akita.jp

◆
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

　
建
設
課　
管
理
係

　
☎
８
５
―
４
８
２
０

等
の
写
し
を
添
付
し
て
教
育
委
員
会
事

務
局
総
務
学
事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
で
の
提
出
可
）

■
申
込
期
限　
２
月
12
日　

17
時

　
（
た
だ
し
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。）

■
面
接
試
験
日
・
会
場　

　

募
集
締
切
後
に
通
知
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
事
係

　
☎
８
７
―
２
１
１
５

平
成
31
・
32
年
度

平
成
31
・
32
年
度

三
種
町
建
設
工
事
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

に
つ
い
て

三
種
町
森
林
整
備
関
係

業
務
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
に
つ
い
て

●受付業務
　・森林施行業務　・松くい虫防除業務
　・普通作業道等開設業務　・高能率作業道設計管理業務
　・松くい虫防除地上散布業務等
●受付方法　持参または郵送
●提出書類　入札参加資格審査申請書および添付書類　一式
◆問い合わせ・提出先　農林課　林務係　☎ 85－4827

●受付期間　　※地上散布業務の受付は、＊印の期間です。
回　数 受付期間 資格の有効期間
＊第１回　 H31.3.1 ～ H31.3.22 H31.4.1 ～ H33.3.31
第２回 H31.8.1 ～ H31.8.23 H31.9.2 ～ H33.3.31
＊第３回　 H32.2.1 ～ H32.2.23 H32.3.1 ～ H33.3.31
　第４回　 H32.8.3 ～ H32.8.21 H32.9.1 ～ H33.3.31

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　能代税務署　☎52－6111

◆申告についての問合せは　☎85－4828　税務課　賦課係まで

区　分 琴丘地域（会場：琴丘総合支所） 山本地域（会場：山本総合支所） 八竜地域（会場：八竜改善センター）
対　象　地　区 対　象　地　区 対　象　地　区

２月６日 水 小新沢・羽立・上新屋敷・勝平 不動田・中野
２月７日 木 柏木岱・小出・小又口・落合・塚ノ岱 小町・谷地ノ沢・外ノ沢
２月８日 金 入通・増浦・神馬沢・鰄渕・砂子沢・二本杉 向達子・蛭沢・増沢
２月12日 火 天瀬川・市野・種沢 長面
２月13日 水 達子・館ノ下・宮ノ目 芦崎・大谷地・追泊
２月14日 木 小谷沢・川代・内鯉川・浜鯉川 芦崎・大谷地・追泊
２月15日 金 泉沢・長信田・牡丹 大口・釜谷
２月18日 月 外岡・割道・志戸橋野 大口・釜谷
２月19日 火 志戸橋 浜田
２月20日 水 豊岡 浜田
２月21日 木 高屋敷・中村・羽根川・千刈田 羽立・根岸・金光寺野
２月22日 金 新屋敷 藤木台・金光寺
２月25日 月 新田・中嶋・黒瀬・逆川 安戸六・川尻・久米岡
２月26日 火 槻田・和田 鵜川
２月27日 水 深浜・新町・猿田・館村・川藤 鵜川・富岡
２月28日 木 中沢・東二本柳・２次・３次ゆうタウン・八幡越 泉八日・昼寝・横長根
３月１日 金 山谷 温泉・木戸沢・上台・石倉沢
３月３日 日 平日申告できない方 平日申告できない方
３月４日 月
３月５日 火 鹿南 林崎
３月６日 水 二ツ森・牛沢・山口 富岡・鵜の巣・十八坂・餅の沢・飯塚
３月７日 木 大町 大曲・萱刈沢
３月８日 金 寒城・飛塚・大町 大曲・萱刈沢
３月10日 日 全　　地　　区　　対　　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　　（八竜改善センター）
３月11日 月 鹿中 上記で申告できなかった方
３月12日 火 鹿北
３月13日 水 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　　（八竜改善センター）
３月14日 木 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　　（八竜改善センター）
３月15日 金 全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　　（八竜改善センター）

◆�平成29年分以降、医療費控除を受ける方は医療費控除の明細書の提出が必要となりました。平成30年中に支払った医療費や生命保険
などで補てんされる金額の合計金額を治療を受けた人ごと、病院・薬局（薬店）ごとに集計してきてください。　
◆各地区申告受付時間は午前９時から午後３時30分までです。受付時間に合わせておいでくださるようお願いします。
◆�申告日程終盤は非常に混雑しますので、出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区の指定日
でも申告できます。（旧町に係わらず、どの会場でも申告できます。）
◆税務課及び各総合支所地域生活係窓口では申告相談を行いませんので、ご用のある方はいずれかの会場にお越しください。

町県民税・所得税申告相談のお知らせ平成31年度

・平成31年度  町県民税・所得税申告相談日程 受付時間��午前９時00分から午後３時30分まで

　２月６日から３月15日の日程で町県民税・所得税の申告相談が始まります。申告書は１月中に送付
しておりますが、申告書が届いていない場合でも、申告の必要がある方は、申告に必要な書類等を準備
のうえ、出来るだけ指定された日時に会場へお越しください。

能代税務署からのお知らせ［申告書作成会場について］
⃝開設期間　２月18日～３月15日（土・日および祝日を除く）
　　　　　　開設期間前は申告書作成会場を設置しておりません
⃝受付時間　9：00～16：00（提出は17：00まで）
⃝開設時間　9：00～17：00
⃝開設場所　能代合同庁舎

◎�平成29年分の確定申告から、医療費控除の適用に当
たっては、医療費の領収書の添付または提示に代わ
り、「医療費控除の明細書」の添付が必要になりま
した。
◎�確定申告書の提出には、マイナンバーの記載が必要
です。マイナンバーカード、または通知カードの写
しと身分確認証（運転免許証、健康保険証など）を
ご持参ください。

平成31年２月 8



◆申し込み・問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85－4817

　

料
理
初
心
者
、
ペ
ア
や
ご
夫
婦
、
男

性
の
参
加
大
歓
迎
！
得
意
な
レ
シ
ピ
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

と

き
　

２
月
９
日

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
　

�

琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン

タ
ー
調
理
室

講

師
　

お
菓
子
工
房
ス
フ
レ

　
　
　
　
　
　

安
部　

伸
子�

さ
ん

参
加
料
　

１
０
０
０
円

準

備
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定

員
　

８
名

申
込
締
切
　

２
月
５
日

お
菓
子
作
り
教
室

三
種
町
男
女
共
同
参
画
事
業

　
じ
ゅ
ん
さ
い
や
郷
土
料
理
と
ど
ぶ
ろ

く
を
併
せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
国
へ
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
申
請

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
三
種

町
全
域
が「
み
た
ね
ど
ぶ
ろ
っ
く
特
区
」

と
い
う
名
称
で
、
特
区
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
特
区
内
で
ど
ぶ
ろ
く
を
製
造
・
販
売

す
る
に
は
「
酒
類
製
造
免
許
」
が
必
要

で
あ
る
ほ
か
、
特
区
法
上
の
要
件
と
酒

税
法
上
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
許
可
な
く
製
造
・
販
売
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
ぶ
ろ
く
の
製

造
・
販
売
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
方
は
、

企
画
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○�

特
区
法
上
の
要
件
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

⑴�

農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営

ん
で
い
る
、
ま
た
は
、
今
後
営
む
予

定
の
あ
る
農
業
者
（
※
）。

※
農
業
者
と
は

　
①
農
業
を
営
む
個
人
ま
た
は
法
人

　
②
農
業
経
営
者
の
同
居
親
族
等

　
③
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
等

⑵�

製
造
す
る
酒
類
は
「
そ
の
他
の
醸
造

酒
」（
濁
酒
）
に
限
定
。
原
料
と
し

て
使
用
す
る
米
は
農
業
者
自
ら
が
生

産
し
た
も
の
に
限
る
。

⑶�

特
区
内
に
所
在
す
る
農
業
者
名
義
の

製
造
場
で
濁
酒
の
製
造
を
行
う
も
の
。

三
種
町
が「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た

◆問い合わせ先　町民生活課　消防防災係　☎85－4823

　町では、防災行政無線でお知らせする情報をお手持ちの携帯電話にメールで配信するサービスを開始しています。

　登録する場合は、携帯電話から登録用ＵＲＬへアクセスするか、ＱＲコードを読み込み
すると登録画面へ移行しますので、内容を確認して登録してください。

http://webbousai.town.mitane.akita.jp/mail/mobile/登録用URL

メール配信サービスの登録で、起動したメールソフトで空メールを送付しても返信メールが届かない。Ｑ

お持ちの携帯電話等のメール受信設定をご確認いただき、パソコンなどのメール受信を拒否している
場合は、下記メールアドレスからのメール受信を許可するよう設定してください。
mobile@bousai.town.mitane.akita.jp（防災行政無線メールアドレス）

A

防災行政無線【メール配信サービス】のお知らせ

⃝●●詳しい登録方法等は、町のホームページをご確認ください。●●⃝

よ
く
あ
る
質
問

イチゴのデコレー
ションケーキ

きび砂糖とナッツの
ケーキ

メニュー（予定）

広告

広報 みたね
mitane town
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抽
選
予
定
日　
３
月
１
日

入
居
予
定
日　
３
月
15
日

入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い
て
収

入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る

こ
と

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持
ち

家
等
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

申
込
方
法

　
入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び 

各

総
合
支
所
の
地
域
生
活
係
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　
入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
建

設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

２
月
１
日 

か
ら

２
月
15
日 

ま
で

・
期
限
厳
守

・
申
込
締
切
日
時
点
で
、
書
類
の
そ
ろ
っ

て
い
な
い
方
は
失
格
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

選
考
方
法

　
申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の
度

合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

住　宅　名
（地域名） 所　在　地 構造及び間取り

（住戸専用面積）
募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層含む） 敷金

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造平屋建て３LDK
（77.80㎡）

１戸
（平成４年度）

16,300円～
32,100円

家
賃
の
３
か
月
分

木造２階建て３LDK
（74.50～77.80㎡）

４戸
（平成２年度～
平成５年度）

14,800円～
31,500円

八竜東住宅
（八竜地域）

鵜川字東本田
41番１号

木造２階建て３LDK
（78.60㎡～79.90㎡）

４戸
（平成６年度～
平成９年度）

16,300円～
33,700円

八竜大口住宅
（八竜地域）

大口字大開
33番１号

木造２階建て３LDK
（79.40㎡）

２戸
（平成13年度）

18,300円～
35,900円

東二本柳住宅
（琴丘地域）

鹿渡字東二本柳
45番12号

木造平屋建て３K
（58.20㎡）

１戸
（昭和57年度）

11,600円～
22,800円

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

新八竜住宅 八竜東住宅 八竜大口住宅 東二本柳住宅

募集住宅の概要

◆問い合わせ先　建設課　管理係　☎85－4820

◆問い合わせ先　建設課　管理係　☎85－4820

●白間台橋橋梁補修工事
　㈱昇和 3,499,200円 12/22～ 3/25
●寺後地区集落排水路整備工事
　㈱秋田芝生 16,416,000円 1/ 8～ 3/25

●農地農業用施設災害復旧事業12－108号工事 
　田中建設㈱ 5,011,200円 12/20～ 3/31

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）

「みどりの会」ＪＡ 入会金１万円 （税込）
の み

葬儀の規模によりクオーレみたねもご利用いただけます。

安置から少人数の葬儀まで、ご遺族が一緒に滞在できる施設です。

TEL.0185－54－3004
見学・相談／まずはお電話を相談センター

広告

平成31年２月 10



児
童
虐
待
と
は
？

相
談
機
関
の
例

子
育
て
を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

子
ど
も
と
保
護
者
の

気
に
な
る
サ
イ
ン

　
虐
待
に
は
体
罰
に
よ
る
身
体
的
虐
待
の
ほ

か
、次
の
よ
う
な
事
項
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

し
つ
け
が
行
き
過
ぎ
た
場
合
も
虐
待
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

■
心
理
的
虐
待

　 

無
視
す
る
、
大
声
で
脅
す
、
兄
弟
間
で
差

別
す
る
、
目
の
前
で
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

を
見
せ
る　
等

■
性
的
虐
待

　

 

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
の
被
写
体

に
す
る　
等

■
ネ
グ
レ
ク
ト

　 

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
せ
ず
放
置
す

る
、
病
気
や
け
が
が
あ
っ
て
も
病
院
に
連

れ
て
行
か
な
い　
等

　
子
育
て
の
中
で
、
ス
ト
レ
ス
や
葛
藤
で
辛

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

児
童
虐
待
は
、
子
育
て
の
不
安
か
ら
始
ま
っ

て
し
ま
う
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
、
周
囲
か
ら
の
孤

立
感
、
経
済
的
な
不
安
、
家
庭
の
不
和
、
自

身
の
被
虐
待
経
験
な
ど
の
様
々
な
葛
藤
と
、

そ
れ
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
ひ
と
り
で

苦
し
ん
で
し
ま
う
状
況
が
虐
待
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
悩
み
で
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一

度
信
頼
で
き
る
人
や
相
談
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
家
庭
に
必
要
な
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
相
談

機
関
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
ど
も
】

●
 

い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
や
保
護
者
の
怒

鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

●

不
自
然
な
ケ
ガ
や
傷
が
あ
る

●

衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

　
町
で
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
、
児
童

虐
待
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

下
記
の
相
談
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い　

●
 

落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、
情
緒
不
安
定
で

あ
る　

●

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い　
等

【
保
護
者
】

●
 

小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外
出

し
て
い
る

●

子
ど
も
に
対
し
て
拒
否
的
な
発
言
を
す
る

●
 

子
育
て
に
関
し
て
無
関
心
・
拒
否
的
で
あ
る

●

地
域
や
親
族
か
ら
孤
立
し
て
い
る　

●
 

子
ど
も
が
ケ
ガ
や
病
気
を
し
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い

●
 

子
ど
も
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
不
自
然
な
説
明

を
す
る

等

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
―
４
８
３
６

　
秋
田
県
北
児
童
相
談
所

　
☎
０
１
８
６
―
５
２
―
３
９
５
６

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９

　
山
本
福
祉
事
務
所

　
☎
５
２
―
５
１
０
５

　
能
代
警
察
署
／
保
健
セ
ン
タ
ー
／

　
各
保
育
園
／
地
域
の
民
生
児
童
委
員　
等

医療法人  徳洲会

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

ドラゴンクリニック 通所リハビリテーション
理学療法士 ２名、看護師、マッサージ師などによる
個別リハビリ・集団リハビリの提供

ご利用者は50代～60代10名を含み
活気がある事業所です。

※何なりとお問い合わせください。

定員 １日 38名

鍼灸は毎週木曜日
平均要介護度… 1.5
平均年齢… 男性79歳　女性85歳
男 女 比… 男性１：女性3

活気のある事業所です

広告

広報 みたね
mitane town
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保健センター
☎83－5555

年　齢 生　年　月　日 子宮頸
がん 乳がん 胃がん 大腸

がん 備考

20歳 平成９年４月２日～平成10年４月１日 〇 クーポン券
30歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日 ○ 受 診 券
31歳 昭和61年４月２日～昭和62年４月１日 ○ 受 診 券
32歳 昭和60年４月２日～昭和61年４月１日 ○ 受 診 券
33歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日 ○ 受 診 券
34歳 昭和58年４月２日～昭和59年４月１日 ○ 受 診 券
40歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日 〇 クーポン券
41歳 昭和51年４月２日～昭和52年４月１日 △ 受 診 券
42歳 昭和50年４月２日～昭和51年４月１日 △ 受 診 券
43歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日 △ 受 診 券
44歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日 △ 受 診 券
50歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日 ○ ○ 受 診 券
51歳 昭和41年４月２日～昭和42年４月１日 ○ 受 診 券
52歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日 ○ ○ 受 診 券
53歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日 ○ 受 診 券
54歳 昭和38年４月２日～昭和39年４月１日 ○ ○ 受 診 券
56歳 昭和36年４月２日～昭和37年４月１日 ○ 受 診 券
58歳 昭和34年４月２日～昭和35年４月１日 ○ 受 診 券

使用期限が近づいています!!
無料クーポン券・受診券が使える

が ん 検 診
　使用期限は平成31年3月31日です。今年度下記の年齢
の方へ無料クーポン券・受診券をお送りしています。ま
だ利用していない方は、早めにご利用ください。

●無料クーポン券・受診券検診の対象となる年齢

○印： 全ての方が対象
△印： 昨年度（平成29年度）内に町の検診を受けていない方 
（集団検診、人間ドック、医療機関方式 等で町の助成を受けていない方）が対象

※電話予約が必要です。
　無料クーポン券・受診券検診
とお話ください。

医療機関名 電話番号
能代厚生医療センター　健診センター ☎ 52 － 3111（代表）
JCHO秋田病院　健康管理センター ☎ 52 － 3271（代表）

が
ん
サ
ロ
ン

紹
介
ブ
ッ
ク
あ
き
た

　
秋
田
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

か
ら
、
県
内
の
が
ん
サ
ロ
ン
冊
子
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
に
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
３
ー
５
５
５
５
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◆問い合わせ先　保健センター　☎ 83－ 5555

こころ通信

こころ通信
こころちゃん

みんなで考える　心の健康づくり

40%

●調査対象：山本地域の町民65-95歳の
　　　　　　2,273人とそのご家族
●調査期間：平成30年４月20日～６月30日
●回　　収：1,367人（回収率60.1％）、
　　　　　　ご家族からの回答1,017人

　半数以上の方がご自身を「健康」、「大変健康」
であると考えていました。

　８割以上の人が「声を出して笑ったことがあ
る」と回答され、それは、「家族と自宅で」「友人
と屋外にいたとき」がいずれも３割以上でした。

　多くの方が健康を感じており、日頃からよく外
に出かけられるようです。心身の健康には外出す
ることの影響は大きいですが、日頃から「笑う」
ことも大切と言われています。今回の結果からは
ただ笑うだけでなく「声を出して笑う」頻度が高
いことが分かりました。またそれは、ご家族と自
宅で過ごす時間や友人との集まりなどで多く見ら
れました。
　得られた成果は、今後の町民の健康づくりや介
護予防の支援方法の貴重な資料として活用します。

調査実施・分析　文京学院大学　山﨑幸子

　５割以上の方が、走ったり、飛び上がることが
できると回答していました。「階段を登ったり降
りたりする」ことについては、約９割の方が「で
きる」と回答していました。

　「はい」と答えた方
⑥それはどんな時でしたか？

　いわゆる「日中独居」の頻度については、「ほ
とんどない」と回答された方が５割を超えていま
した。一方で、「ほぼ毎日」という方は16％ほど
でした。

　昨年、健康づくりに対する取り組みの資料とするため、山本地域にお住まいの方に調査を実施しました。
本報告では、対象者の方から得られた結果の一部を報告します。

「健康と生活に関するアンケート・2018」山本地域  調査結果報告

①普段、自分で健康だと思いますか？

⑤最近、声を出して笑ったことはありますか？

③日中のほとんどの時間を一人で過ごすことはど
のくらいですか？

全体の結果から

大変健康である 5.0%
60%40%20%0%

まあ健康な方だと思う 58.7%

あまり健康ではない 24.7%

健康ではない 8.6%

ほとんどない 50.2%

60%40%20%0%

月１～２回 9.5%

週１～２回 12.3%

週３～５日 12.0%

ほぼ毎日 16.1%

　最も多かったのは「ほぼ毎日」外出される方で、
次いで「週２～４回」程度でした。いずれも３割
を超えていました。

②最近１か月間で、どれくらい外出しましたか？

ほぼ毎日 32.7%

20%0%

週５～６回 13.5%

週２～４回 31.2%

週１回未満 9.7%

月２～３回 10.3%

ほとんど全くない 2.6%

家族と屋外にいたとき 11.8%

40%20%0%

友人と屋内 13.2%

友人と屋外にいたとき 30.3%

家族と自宅 33.0%

テレビやラジオ 9.8%

その他 1.9%

④現在の体力はいかがですか？
■はい　■いいえ

11.0%

0% 100%50%

歩いている他人を追い越すことができる 48.0% 52.0%
走ることができる 55.1% 44.9%

飛び上がることができる 57.4% 42.6%
階段を上がるときに息切れする 38.2% 61.8%
階段を上ったり降りたりできる 89.0%

いいえ
18.0%

はい
82.0%

広報 みたね
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

今
月
の
予
定

◆
転
倒
予
防
教
室

　
い
き
い
き
元
気
塾

●「いきいき元気塾」日程
地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 琴丘地域Ｂ 山本地域

会場 八竜改善
センター パレス琴丘 パレス琴丘 山本公民館

月日 ２月５日 ２月12日 ２月13日 ２月19日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　
わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　

転
倒
な
ど
に
よ
る
寝
た
き
り
を
予
防

し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
運
動
を
通
し
て
筋
力
の
維
持
、
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化
し
、

認
知
症
予
防
を
め
ざ
し
ま
す
。
12
月
〜
３
月

は
、
下
岩
川
地
区
で
も
開
催
し
ま
す
。

◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

●琴丘地域を利用される方へ
初めて利用される方は、琴丘地域Ｂを利用していただきます。
●参加費　1,100円
　　　　　尿もれ予防体操用ボール代（お持ちでない方）

※琴丘地域Ａ　３月の予定は３月５日です。

※山本公民館　3月の予定は3月6日です。

おれんじカフェ 認知症になっても地域で暮らすために
●と　き　２月21日　13：30～15：00
●ところ　山本公民館
●参加費　無料（出入り自由）

『もの忘れ相談プログラム』体験してみませんか!!
認知症早期発見のために開発されたプログラムです。

タッチパネル式の簡単な操作でできます。
この機会に体験してみませんか？

薬剤師さんのミニ講話

 ～「認知症のくすり」～
　薬に関する相談などに対応して

いただきま

す。この機会にご相談ください。

　お薬手帳をお持ちの方はご持参
ください。

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の方を支
えたい方が集まってお茶を飲みながら交流し、語り
合う場です。どなたでもご参加いただけます。

会場 山本公民館 すいらんの館

月日 ２月６日 ２月20日

「脳力アップ教室」日程

弁護士による
　　無料法律相談

●と　き　２月21日　14：00～16：00
●ところ　地域福祉センター　図書室
●要予約　１名あたり30分以内の相談となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　（最大４名まで）

　一般の方はもちろん、ケアマネジャーな
ど支援者の方もぜひご活用ください。
※この事業は赤い羽根共同募金の配分金を
利用しています。

◆申し込み・問い合わせ先
　三種町社会福祉協議会
　☎83－4861・FAX 83－5115

社協から
お知らせ

●共通事項
　対　　象　おおむね65歳以上
　持 ち 物　内ズック、飲み物
　申し込み　随時
　時　　間　10：00～11：30

教室は毎月１回
開催予定

平成31年２月 14



地域包括支援センターだより

地域の介護予防サロンを紹介します

　町では、高齢になっても地域で自分らしく元気に暮らすために、要介護状態の予防と地域の
支え合い体制を推進することを目的に、地域で高齢者の通いの場（サロン等）を開催する住民
主体の活動に補助金を交付し支援しています。
　今年度は、５団体がこの事業を活用して地域で介護予防サロンを開催しています。各団体の
活動について紹介します。

長生会新屋敷コーヒーサロン
会　　場　新屋敷集会所 平新館
時　　間　10：00～15：00
実施回数　月１回 

《主な活動内容》
・ゆるっぶらっ体操・創作活動
・高齢者いきいき体操
・脳トレ、レクリエーション
　　　　　　　　　　　　など

干支のちぎり絵
じっくりと指先と頭を
使って…

ＤＶＤを見ながら
高齢者いきいき体操！

新年度も、「地域介護予防活動支援事業」を継続する予定です。
居場所づくりや地域の介護予防に関心のある方は、ご相談ください。

地域介護予防活動支援事業

その４「長生会新屋敷コーヒーサロン」

レクリエーション用具を手作りしました

活動の様子

　サロンでは、手作りの昼ごはんをみん
なで一緒に食べます。食欲増進に繋がり、
一人暮らし高齢者から好評を得ています。

広報 みたね
mitane town

15



　
私
の
業
務
は
ク
ア
オ
ル
ト
の
推
進
で

す
が
、
県
と
の
協
働
事
業
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
き
た
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
は
今

年
度
が
最
終
年
度
で
す
の
で
ま
も
な
く

終
了
と
な
り
ま
す
。

　
…
と
い
っ
て
も
来
年
度
か
ら
ク
ア
オ

ル
ト
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ご
安
心

（
？
）
下
さ
い
）。
そ
し
て
私
も
4
月
か

ら
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
ご
了
承
下
さ
い
）。
ざ
っ
く
り
い
う
と

や
り
方
が
色
々
変
わ
る
だ
け
で
す
。
変

更
点
の
代
表
と
い
え
る
の
が
「
ク
ア
オ

ル
ト
の
ガ
イ
ド
対
応
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
ク
ア
オ
ル
ト
の
ウ
オ
ー

　みたねファンフェスタ１弾目の企画として、ゴスペルシンガー塚本
タカセ氏によるゴスペル教室を開催します！
　秋田ノーザンハピネッツのゲームのオープンステージを沸かせた
「三種ゴスペル」が上京！ご一緒にゴスペルを！！
　首都圏にお住まいの方がおりましたら是非おこえかけください。
Let’s Sing♪

◆問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85－4817

ク
ア
オ
ル
ト
の
こ
れ
か
ら
…

地域おこし協力隊員
鎌田　真広

キ
ン
グ
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

町
の
ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
で
受
付
し
、

ク
ア
オ
ル
ト
研
究
会
へ
ガ
イ
ド
依
頼
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
年
度
か

ら
は
ガ
イ
ド
の
メ
ン
バ
ー
が
料
金
を
い

た
だ
き
な
が
ら
お
客
さ
ん
の
対
応
を
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
準
備
を
現

在
進
め
て
い
る
所
で
す
。

　
お
金
を
い
た
だ
く
以
上
、
当
然
き
ち

ん
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

健
康
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
基

本
を
抑
え
る
一
方
で
、「
参
加
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
」
も
力
を
入
れ
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
楽
し
く
な
け

れ
ば
健
康
づ
く
り
は
続
け
ら
れ
な
い
。」

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
気
に
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
私
も
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
者
が
楽
し
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
「
温
泉
」
や
「
食
」
な
ど
、

観
光
的
な
面
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
…
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
詳
し

い
話
は
次
回
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
（
引
っ
ぱ
る
み
た
い
で
す

み
ま
せ
ん
…
）。
そ
れ
で
は
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

羽後町スポーツ推進委員研修にて（2018.4.26）
三種クアオルトも知名度が上がったのか、町外から
クアオルト体験にいらっしゃる方が増えています。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
が
三
種
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
て
か
ら

早
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

みたねファンフェスタ第１弾！！
もっとみたねをスキになる。みたねファンのためのおまつり

●と　き　2019.2.17 Sunday
　　　　　14：30～15：30

●ところ　東京都足立区千住旭町41－14
　　　　　株式会社CAN　７Ｆスタジオ
詳しくは、町ホームページ又は企画政策課までお問い合わせください！

イベント後は
だまこ鍋の
試食会をします

平成31年２月 16



　申し込みは、受付開始日から先着順になりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
　参加申込みをした方は、お忘れなく教室へご参加をお願いします。なお、申込み後ご都合がつかなくなった方は、
企画政策課クアオルト推進室まで必ずご連絡をお願いします。

クアオルト運動教室  参加者募集！！

定員 申込期間
２月７日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10名 受 付 中～２月５日
２月14日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ２月４日～２月12日
２月28日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ２月18日～２月26日

２月・３月 の浴室教室スケジュール

２月・３月 の運動室教室スケジュール

３月７日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10名 ２月25日～３月５日
３月14日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ３月４日～３月12日
３月28日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 ３月18日～３月26日

定員 申込期間
２月５日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 10名 受 付 中～２月１日
２月18日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【一般コース】 10名 ２月８日～２月14日
２月27日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【初心者コース】 10名 ２月15日～２月25日

・浴室での教室　一人　月１回まで　・運動室での教室　一人　月１回まで　（ポール＆ボール・ステップエクササイズ合わせて）

３月４日 10：00～11：00 ポール＆ボール教室 10名 ２月22日～２月28日
３月11日 13：30～14：30 ステップエクササイズ教室【一般コース】 10名 ３月１日～３月７日
３月27日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【初心者コース】 10名 ３月15日～３月25日

日中ウオーキングのお知らせ
日　　時　２月17日（日） 
　　　　　午前９時スタート
集合場所　森岳温泉ゆうぱる玄関前
コ ー ス　惣三郎沼公園コース
※水筒や汗拭きタオルなど持参してください。
防寒具や長靴又はスノーブーツなど雪に対応
できるもの（雨天時は雨具も必要です。）

日時：２月21日（木）　10：00～11：30
場所：ゆめろん２階　クアオルト運動室
◦毎月第３木曜日に開催しています。
◦申込みは不要ですが、入館料が必要です。
◦ペースメーカーを使用されている方はご利用できません。
◦裸足で測定します。（ストッキングやタイツ不可）

の体組成計測定日のお知らせ２月

◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

あきた県庁出前講座の開催のお知らせ
　２月26日（火）に、砂丘温泉ゆめろんの多目的ホールで、県
庁出前講座の「あきた元気アップ円熟塾」を開催いたします。
冬期間の運動不足解消のために、うちでも簡単にできるスト
レッチや簡単な筋力トレーニングなどを紹介する健康講座で
す。ぜひお気軽にご参加ください。

対象者  三種町在住者
会　場  砂丘温泉ゆめろん ２階　多目的ホール
持ち物  飲み物、汗拭きタオルなど

そ の 他  ※終了後　温泉入浴も可能です
申込締切  ２月19日（火）※定員になり次第締切
申 込 先  三種町企画政策課　クアオルト推進室まで

※３月は、
　お休みします。

　１月３日（木）、三種町クアオルト研究会主催による「クアオルト健康ウオーキング
2019年初歩き」が琴丘クアの古道コースで開催されました。
　天候にも恵まれ、晴天のなか37名の参加者が、梅園内を通
るショートカットコースを歩きました。途中、コース内にあ
る七福神の絵が描かれている看板を使った、脳トレを兼ねた
ゲームも実施されました。参加者は、「仲間と一緒に歩くこと
ができて楽しい。気持ちよい汗を流しました。」と笑顔で話し
ていました。ウオーキング後は、おしるこがふるまわれ、温
かいおしるこで体を温め、参加者間の交流を深めていました。

クアオルト健康ウオーキング2019年初歩き

雪中アート

定数 20名
参加無料
フロントで氏名を
お知らせ下さい

平成31年２月26日（火）　午前10時00分～午前１1時30分日時
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1
月
13
日
、金
岡
小
学
校
体
育
館
で
、

学
童
野
球
チ
ー
ム
「
山
本
ビ
ク
ト
リ
ー

ズ
」（
安
田
幸
道
監
督
・
吉
田
慎
親
の

会
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
親
子
Ａ
Ｅ
Ｄ
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

チ
ー
ム
で
は
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

る
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
親
子
地
域
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

や
世
代
間
交
流
事
業
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
教
室
は
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
低
学
年
か
ら
高

学
年
が
安
心
し
て
一
緒
に
練
習
で
き
る

よ
う
に
、
万
一
の
備
え
を
学
び
た
い
と

三
種
消
防
署
よ
り
講
師
を
招
い
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
80
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
救
命
措
置
の
一
連
の
手
順
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

法
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
浜
田
農
村
公
園
で
「
ど

ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
月

飾
り
な
ど
を
各
家
々
か
ら
集
め
て
焼
く

火
祭
り
の
行
事
で
、
元
日
に
獅
子
舞
を

演
じ
て
家
々
を
回
っ
て
い
る
浜
田
獅
子

舞
愛
好
会
（
清
水
秀
男
会
長
）
が
平
成

７
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
事
の
後
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
竹
に

点
火
さ
れ
る
と
勢
い
よ
く
火
柱
が
あ
が

り
ま
し
た
。こ
の
火
に
体
を
あ
ぶ
る
と
、

若
返
り
や
、
病
気
を
し
な
い
と
も
言
わ

れ
、
集
ま
っ
た
住
民
は
、
し
め
飾
り
や

ご
幣
を
火
中
に
投
じ
て
１
年
の
招
福
を

願
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
豚
汁
の
振
る
舞
い

や
綱
引
き
大
会
も
行
わ
れ
、
新
年
の
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
月
４
日
、「
三
種
町
交
通
指
導
隊

出
隊
式
」
が
役
場
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
「
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
田
川

町
長
が
訓
辞
を
述
べ
、「
交
通
事
故
や

飲
酒
運
転
を
な
く
す
よ
う
、
交
通
指
導

隊
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま

す
。」
と
新
堀
隊
長
が
力
強
く
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
指
導
隊
員
募
集

　

町
で
は
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
地
域

の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

　

☎
８
５
︱
４
８
２
３

　

12
月
29
日
、
ゆ
め
す
た
を
会
場
に
三

種
町
野
球
連
盟
（
三
浦
秀
隆
会
長
）
主

催
の
野
球
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
野
球
技
術
の
向
上

と
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
元
オ

リ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
投
手
の
高

橋
功
一
さ
ん
（
能
代
市
出
身
）
を
講
師

に
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
高
橋
さ
ん
と
女
子
プ
ロ
野

球
選
手
の
三
浦
由
美
子
さ
ん
（
秋
田
市

出
身
・
愛
知
デ
ィ
オ
ー
ネ
所
属
）
を

講
師
に
、
町
内
外
か
ら
小
中
学
生
約

１
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
高
橋
さ
ん
の
「
継

続
す
れ
ば
結
果
が
で
る
」
三
浦
さ
ん
の

「
冬
は
体
づ
く
り
の
時
期
で
自
分
に
厳

し
く
」
と
い
う
言
葉
を
受
け
、
プ
ロ
の

指
導
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

万
一
の
備
え
救
命
救
急

　
山
本
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

１
年
の
招
福
を
願
い

浜
田
の
大
ど
ん
ど
焼
き

交
通
事
故
０
を
目
指
し
て

三
種
町
交
通
指
導
隊
出
隊
式

継
続
が
大
事
！

高
橋
功
一
さ
ん
野
球
教
室

▲どんど焼きで１年の招福を願う

▲プロの密着指導！

▲交通事故０を目指して

▲万一の備えを学ぼう

まちの話題
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１
月
16
日
、
八
竜
幼
稚
園
（
見
上
岳

也
園
長
）
で
「
新
春
お
も
て
な
し
茶

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
達
に

礼
儀
作
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
月

１
回
、
園
内
に
作
ら
れ
た
茶
室
で
お
茶

を
習
っ
て
お
り
、
30
年
以
上
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茶
会
の
開
催
は
17
回
目
と
な

り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
た
27
人
を

招
待
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
７
人
が
お
茶
を
運
ぶ
と
、
招
待

客
の
前
で
正
座
し
「
ど
う
ぞ
お
あ
が
り

く
だ
さ
い
」
と
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

園
長
は
、「
ど
ろ
ん
こ
遊
び
を
し
て

い
る
時
と
は
違
い
、
今
日
は
シ
テ
ィ

ボ
ー
イ
と
シ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ル
で
す
。」

と
習
っ
た
礼
儀
作
法
で
立
派
に
薄
茶
の

お
運
び
を
す
る
園
児
７
人
を
褒
め
て
い

ま
し
た
。

柴
田　
シ
ツ
ヱ
さ
ん　
１
月
５
日

畠
山　
利
勝
さ
ん　
１
月
19
日

　

シ
ツ
ヱ
さ
ん
は
、
大
正
８
年
１
月
5

日
、
旧
一
日
市
町
（
現
八
郎
潟
町
）
に

生
ま
れ
、
昭
和
13
年
に
夫
、
故
春
男
さ

ん
と
結
婚
し
鹿
渡
に
嫁
ぎ
、
２
男
５
女

を
授
か
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
お
元
気
で
、
健
康
の
秘
訣
は

八
郎
潟
で
と
れ
た
小
魚
を
た
く
さ
ん
食

べ
た
こ
と
。「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
す
る
。」
を
心
が
け
て
い
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

贈
呈
式
は
、
入
所
さ
れ
て
い
る
介
護

老
人
保
健
施
設
や
か
た
（
社
会
福
祉
法

人
縄
文
の
杜　

田
中
敏
勝
理
事
長
）
で

行
わ
れ
、
親
族
の
皆
さ
ん
や
職
員
の
皆

さ
ん
も
集
ま
り
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

利
勝
さ
ん
は
、大
正
８
年
１
月
19
日
、

旧
浜
口
村
芦
崎
に
生
ま
れ
、
昭
和
24
年

に
妻
、
故
キ
ヱ
さ
ん
と
結
婚
し
、
１
男

を
授
か
り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
戦
争
を

経
験
し
て
い
る
の
で
精
神
的
に
強
い
こ

と
、
農
業
の
仕
事
を
趣
味
の
よ
う
に
し

て
過
ご
し
て
き
た
こ
と
、
お
酒
が
大
好

き
だ
っ
た
こ
と
が
長
寿
に
つ
な
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

贈
呈
式
は
、
入
所
さ
れ
て
い
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
幸
苑
（
社
会
福
祉

法
人
八
竜
山
本
ふ
く
し
会　

金
子
喜
一

郎
理
事
長
）
で
行
わ
れ
、
親
族
の
皆
さ

ん
や
職
員
の
皆
さ
ん
も
集
ま
り
お
祝
い

し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
あ
が
り
く
だ
さ
い

新
春
お
も
て
な
し
お
茶
会

シツヱさん

　

暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
春
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
大
学
や

高
校
の
受
験
を
控
え
て
い
る
生
徒
や
支
え
て
い

る
ご
家
族
の
皆
様
に
は
受
験
へ
の
総
仕
上
げ
と

体
調
管
理
に
余
念
が
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

吉
報
が
届
き
素
晴
ら
し
い
春
と
な
り
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
が
明
け
商
工
会
や
体
育
協
会
を
は

じ
め
各
種
団
体
・
自
治
会
等
各
方
面
か
ら
新
年

会
の
ご
案
内
を
頂
戴
し
可
能
な
限
り
参
加
、
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
町
民
皆
様
か
ら
様
々

な
ご
意
見
を
聴
く
場
と
し
て
大
変
有
意
義
な
機

会
で
し
た
。
５
月
に
は
新
天
皇
が
即
位
し
平
成

か
ら
新
し
い
元
号
に
代
わ
る
な
ど
時
代
の
節
目

と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
が
、
消
費
税
の
引
き
上

げ
な
ど
必
ず
し
も
明
る
い
話
題
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
地
に
足
を
つ
け
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
叱
咤
激
励
に
応
え
る
べ
く
町
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

先
般
当
町
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
映
画
「
デ
イ

ア
ン
ド
ナ
イ
ト
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
先
行

上
映
会
に
は
、
山
田
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
は
じ

め
主
要
キ
ャ
ス
ト
の
皆
様
が
舞
台
挨
拶
の
た
め

来
町
し
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
映
画
の
ヒ
ッ

ト
と
三
種
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
大
い
に
期
待
し
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長　

田
川　
政
幸

▲気持ちを込めたお茶をどうぞ

利勝さん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

長
寿
祝
金
贈
呈
式

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

広報 みたね
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●

１
年
生

金
賞

藤
原
　
　
菫
（
森
岳
小
）

銀
賞

藤
原
　
夢
和
（
森
岳
小
）

銅
賞

信
太
　
紗
愛
（
金
岡
小
）

銅
賞

田
村
　
未
夢
（
金
岡
小
）

●

２
年
生

金
賞

信
太
　
大
雅
（
金
岡
小
）

金
賞

成
田
　
優
斗
（
金
岡
小
）

銀
賞

渡
邊
　
真
央
（
琴
丘
小
）

銀
賞

田
中
　
獅
音
（
金
岡
小
）

銀
賞

内
藤
　
柚
季
（
金
岡
小
）

銀
賞

児
玉
　
絆
愛
（
湖
北
小
）

銅
賞

珍
田
　
大
翔
（
金
岡
小
）

銅
賞

北
林
　
　
楓
（
下
岩
川
小
）

銅
賞

渡
辺
　
陽
士
（
湖
北
小
）

銅
賞

清
水
　
　
楓
（
浜
口
小
）

●

３
年
生

金
賞

白
鳥
　
珀
哉
（
琴
丘
小
）

金
賞

田
村
ま
ひ
る
（
金
岡
小
）

銀
賞

藤
原
　
梨
瑚
（
金
岡
小
）

銀
賞

大
久
保
星
冴
（
森
岳
小
）

銀
賞

畠
山
　
咲
桜
（
浜
口
小
）

銅
賞

菊
地
　
紗
菜
（
金
岡
小
）

銅
賞

藤
原
　
瑛
音
（
森
岳
小
）

銅
賞

北
林
　
雅
輝
（
下
岩
川
小
）

銅
賞

金
子
　
千
寛
（
浜
口
小
）

●

４
年
生

金
賞

田
中
　
心
音
（
金
岡
小
）

銀
賞

加
藤
　
優
雅
（
湖
北
小
）

銅
賞

石
川
　
　
怜
（
琴
丘
小
）

銅
賞

北
林
　
紗
寧
（
下
岩
川
小
）

銅
賞

清
水
　
　
葵
（
浜
口
小
）

銅
賞

檜
森
　
一
花
（
浜
口
小
）

●

５
年
生

金
賞

西
村
　
由
奈
（
琴
丘
小
）

金
賞

後
藤
　
叶
夢
（
下
岩
川
小
）

銀
賞

工
藤
穂
乃
佳
（
琴
丘
小
）

銀
賞

白
鳥
　
心
寧
（
琴
丘
小
）

銀
賞

田
村
　
心
花
（
琴
丘
小
）

銀
賞

池
内
　
ら
な
（
金
岡
小
）

銀
賞

信
太
　
茄
恋
（
金
岡
小
）

銀
賞

信
太
　
　
結
（
金
岡
小
）

銀
賞

信
太
　
葵
衣
（
森
岳
小
）

銀
賞

藤
嶋
　
寛
隆
（
森
岳
小
）

銅
賞

大
久
保
煌
仁
（
森
岳
小
）

銅
賞

吉
田
璃
孔
斗
（
森
岳
小
）

銅
賞

吉
岡
　
寿
吉
（
浜
口
小
）

●

６
年
生

金
賞

湊
　
　
朱
央
（
下
岩
川
小
）

金
賞

加
藤
　
未
夢
（
湖
北
小
）

銀
賞

近
藤
　
由
奈
（
下
岩
川
小
）

銅
賞

田
浦
　
雪
菜
（
下
岩
川
小
）

生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
2

平
成
31
年 

三
種
町
新
年
書
き
初
め
大
会

　

１
月
７
日
、
山
本
公
民
館
で
新
年
恒
例
の
書
き
初
め
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
生
46
名
が
参
加
し
、
個
性
豊

か
な
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

│
│
審
査
す
る
と
き
の
基
準
は
？

田
村
さ
ん

低
学
年
は
力
強
い
運
筆

を
見
ま
す
が
、
高
学
年
ほ
ど
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
も
重
視
し
て
い
ま

す
。

│
│
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

田
村
さ
ん

現
代
は
パ
ソ
コ
ン
の
時

代
で
す
が
、
日
本
で
は
字
が
綺
麗
だ

と
好
ま
れ
ま
す
。
書
写
は
日
本
独
自

の
文
化
。
必
ず
い
ろ
ん
な
形
で
役
に

立
つ
の
で
、
ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

お
手
本
の
作
成
か
ら
、
指
導
、
審

査
、
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
る
賞
状

の
賞
・
名
書
き
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、

講
師
と
し
て
、
新
年
の
大
役
を
見
事

に
こ
な
し
切
っ
た
田
村
さ
ん
。

　

今
回
の
大
会
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
中
か
ら
も
、
新
た
な
書
家
が

誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
│
新
年
書
き
初
め
の
講
師
を
務
め

て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

田
村
さ
ん

参
加
す
る
側
の
気
持
ち

は
分
か
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
回
で
、

教
え
る
側
は
こ
う
だ
っ
た
の
か
、
と

講
師
の
気
持
ち
も
分
か
り
ま
し
た
。

最
初
は
や
っ
ぱ
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

─書道を通して新たな経験を拓く─

田村 早妃 さん

　
今
回
、
三
種
町
新
年
書
き
初

め
大
会
で
講
師
を
務
め
た
の
は
、

三
種
町
在
住
の
書
家
、
田
村
早

妃
さ
ん
。
実
は
、
こ
の
大
会
に

小
中
学
生
と
し
て
参
加
し
て
い

た
頃
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

平成31年２月 20



男　子
１位　古　　　川（青森）
２位　五所川原一（青森）
３位　土　　　崎

女　子
１位　藤　崎（青森）
２位　山　本
３位　上　田（岩手）

実業団女子バスケチームが中学生指導

　

１
月
８
日
～
13
日
、
金
足
農
業
高

校
野
球
部
の
１
、２
年
生
が
冬
季
強

化
合
宿
の
た
め
来
町
し
、
主
に
午
前

中
は
旧
中
山
ス
キ
ー
場
、
午
後
は
八

竜
体
育
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　

取
材
し
た
10
日
、
旧
中
山
ス
キ
ー

場
は
、
湿
っ
た
深
い
雪
に
足
を
持
っ

て
行
か
れ
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

そ
こ
を
何
度
も
登
り
降
り
す
る
部
員

た
ち
。
互
い
に
発
破
を
か
け
な
が
ら

の
練
習
風
景
は
、
近
寄
る
の
も
た
め

ら
わ
れ
る
ほ
ど
真
剣
な
も
の
で
し
た
。

　
「
気
持
ち
の
面
で
自
分
に
負
け

な
い
よ
う
に
、“
キ
ツ
イ
の
は
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
”
と
、
お
互
い

声
を
か
け
て
盛
り
上
げ
て
、
次
の

試
合
に
繋
げ
た
い
」
と
話
す
の
は

監
督
の
中
泉
さ
ん
。「
昨
夏
の
熱

狂
を
今
年
も
」
と
期
待
さ
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
い
か
と
の

問
い
に
対
し
て
は
、「
今
は
メ
ン
バ
ー
が
一
新
し
た
全
く
違
う

チ
ー
ム
。
自
分
た
ち
な
り
に
、
ど
こ
ま
で
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

激
し
い
吹
雪
の
日
も
、
頬

を
刺
す
よ
う
な
寒
い
日
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

経
験
が
次
の
活
躍
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　１月12日、13日の２日間、第26回北緯40度中学校バスケットボール
交流大会が琴丘総合体育館と山本体育館を会場に開かれました。
　この大会は共に北緯40度線上にある縁から旧琴丘町と岩手県葛巻町
がスポーツを通じて交流を深めようと始まったものです。北東北３県か
ら男子11チーム、女子12チームが集まり、冬の熱戦を繰り広げました。

北緯40度中学校バスケ交流大会

　１月11日、プレステージ・インターナショナ
ル（秋田市）の女子バスケットボールチームによ
るバスケ教室が琴丘総合体育館で開かれました。
町内３中学校の男女バスケ部員のほか、北緯40
度中学校バスケットボール交流大会に参加するた
め前日入りした葛巻中学校（岩手県）の男女部員
を含めた約60名が参加しました。
　プレステージ女子バスケチームは、これまでも
チャレンジデーやサンドクラフトといった町のイ
ベントにも参加しており、以前から交流があるこ
とから、今回のバスケ教室が実現しました。

新 

金
足
農
業
高
校
野
球
部

三
種
町
で
ハ
ー
ド
な
合
宿

中泉監督

結　果

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　生涯学習係　☎87－2113

月　日 行　　　事　　　名 場　　　所

２月３日㈰ 第11回ＪＡ秋田やまもと組合長杯
ミニバスケットボール大会 琴 丘 総 合 体 育 館

２月17日㈰ 第11回三種町８人制バレーボール大会 八 竜 体 育 館

２月23日㈯ 平成30年度
三種町スポーツ・文化栄誉賞授与式 琴 丘 総 合 体 育 館

２月24日㈰ 第13回三種町音楽演奏会 山本ふるさと文化館

２月のスポーツ・文化行事

　秋田大学吹奏楽団と町内３中学校のジョイントコンサート♪
今年も古今東西の名曲を演奏します。
　大学生の部、中学
生の部、パート紹介
など盛りだくさん。
そして総勢60名以
上の合同合奏は圧巻
です。
　ぜひ、お誘い合わ
せのうえお越しくだ
さい。

第13回  三種町音楽演奏会

　三種町及び能代市では、次のとおり奨学金制度を実施して
います。それぞれの奨学金は、貸付対象や償還方法等が異な
ります。募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。
　また、両奨学金制度への併願申請・重複貸与が可能です。奨学金の概要

三 種 町 奨 学 金 能代市ふるさと人材育成・定住促進奨学金
募　集　対　象 三種町民の子弟 能代市及び山本郡内の住民の子弟
貸　付　対　象

※応募者全員が奨学生に採
用されるとは限りません。

高等学校・高等専門学校・専門学校・短期大学・大学
　若干名

大学など（専門学校・短期大学・大学・大学院）
　30人以内（内訳） 能代市…19人　三種町…６人
 八峰町…３人　藤里町…２人

貸　　与　　額

•高等学校
　月額２万円以内・入学一時金10万円以内
•高等専門学校１～３年
　月額３万円以内・入学一時金10万円以内
•高等専門学校４～５年　月額５万円以内
•専門学校・短期大学・大学
　月額５万円以内・入学一時金30万円以内

•大学など　入学一時金100万円以内

選 考 方 法 三種町奨学生選考委員会で選考します。 能代市奨学生選考委員会で選考します。
採 用 決 定 ３月下旬までに採否をお知らせします。
償 還 免 除 な　し 償還時に能代市又は山本郡内に居住の場合、全額免除
償 還 年 数 10年以内 10年以内
据 置 期 間 卒業後半年 卒業後１年間
償 還 方 法 月賦又は年賦による償還 半年賦による償還
利　　　　　息 無　　利　　子

申 請 期 間 平成31年２月１日（金）～平成31年２月28日（木）
午前８時半から午後５時15分　※土・日・祝日を除く。

平成31年１月18日（金）～平成31年２月18日（月）
午前８時半から午後５時15分　※土・日・祝日を除く。

申請書類の入手先 三種町教育委員会、三種町ホームページ 各市町教育委員会、能代市内各高校、能代市ホームページ
◆問い合わせ先　三種町教育委員会総務学事係　☎87－2115

平成31年度  奨 学 生 募 集

第11回

　硬式の部
●日　　時　３月17日（日）９：00～開会式
●場　　所　山本体育館（８：00開場）
●試合方法　団体戦（１複２単）

３～４名
（男女同一ブロック）

●参加資格　老若男女区別なし
（小学生単独のチームは参加不可）

●参 加 料　１チーム3,000円
●申込締切　２月22日（金）必着
◆申し込み・問い合わせ先
　三種町卓球協会事務局　泉 一行
　TEL 090－8786－1660
　FAX 85－2509

　ラージの部
●日　　時　３月17日（日）９：00～開会式
●場　　所　八竜体育館（８：00開場）
●種　　目　団体戦

６人（男女３名ずつ）による
混合ダブルス（当日抽選）

●参 加 料　１人1,000円
（傷害保険等は各自でお願いします）

●申込締切　３月１日（金）必着
◆申し込み・問い合わせ先
　三種ラージボール事務局　清水洋子
　TEL・FAX 85－2487
　携帯 090－6252－6604
◆主催　三種町体育協会
　主管　三種町卓球協会
　後援　三種町教育委員会

三種町卓球大会が開催されます

♪日時▶２月24日（日）　12：30開場　13：00開演
♪場所▶山本ふるさと文化館　　♪入場料▶無　料
♪出演▶秋田大学吹奏楽団　　　琴丘中学校吹奏楽部
　　　　山本中学校吹奏楽部　　八竜中学校吹奏楽部

平成31年２月 22



べ
て
い
ま
し
た
。

小
澤
心
優
さ
ん
は

「
ご
飯
を
袋
に
入

れ
て
手
で
つ
ぶ
し

た
ら
も
ち
も
ち
し

て
楽
し
か
っ
た
。
」

グ
ラ
ン
マ
マ
の
小

山
内
恵
子
さ
ん
は

「
出
来
栄
え
は
上
出
来
で
す
。
こ
ん

な
経
験
が
で
き
て
子
ど
も
た
ち
は
幸

せ
だ
ね
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

浜
口
小
５
年
生
は
、
巻
き
寿
司
づ

く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
紅
白
の
酢

飯
に
紅
シ
ョ
ウ
ガ
や
卵
、
き
ゅ
う
り
、

シ
イ
タ
ケ
等
を
使
っ
て
見
事
な
椿
模

様
の
巻
き
寿
司
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

桧
森
星
那
さ
ん
は
「
巻
き
す
で
巻
い

て
作
る
の
が
大
変
で
し
た
。
切
っ
た

ら
椿
の
形
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
」

牧
野
悠
莉
華
さ
ん
は
「
家
で
も
別
の

具
で

挑
戦

し
て

み
た

い
。」

と

感

想

を

話
し

ま
し

た
。

こ
の
度
、
湖
北
小
学
校
５
年
生
が

社
会
科
の
学
習
で
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
を
見

学
し
ま
し
た
。

持
ち
込
ま
れ
た
お
米
を
乾
燥
さ
せ
、

水
分
を
調
整
し
精
選
（
籾
摺
り
、
精

米
）
の
過
程
を
経
て
か
ら
備
蓄
。
途

中
の
籾
選
別
機
で
粒
の
良
く
な
い
米

を
は
じ
く
過
程
で
は
実
際
に
米
が
流

れ
る
様
子
を
見
な
が
ら
わ
か
っ
た
こ

と
を
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。
七
千
ト

ン
の
米
を
保
管
で
き
る
こ
と
を
知
る

と
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
働
い

て
い
る
職
員
は
」

「
い
つ
ま
で
保

管
し
て
い
る
の
」

な
ど
の
質
問
を

す
る
と
、
職
員

か
ら
て
い
ね
い

に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
川
雅
優
さ
ん
は
「
お
米
の
水
分
が

16
～
17
％
に
な
る
と
焼
け
て
黒
く
な

る
こ
と
に
驚
い
た
。
」
田
森
巴
さ
ん

は
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米
は
い

ろ
ん
な
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
」

と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。
収
穫

し
た
お
米
が
備

蓄
さ
れ
る
ま
で

の
仕
組
み
を
理

解
す
る
こ
と
が

で
き
た
見
学
と

な
り
ま
し
た
。

山
本
中
で
開
催
さ
れ
た
保
健
集
会

で
講
演
を
聞
い
た
と
き
の
こ
と
。

統
計
上
、
大
人
は
７
時
間
の
睡
眠

を
と
る
人
が
特
に
長
生
き
す
る
そ
う

で
す
。
６
時
間
以
下
で
も
９
時
間
以

上
で
も
短
命
に
な
る
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
妙
に
７
時
間
の
睡
眠
を

意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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各
校
で
は
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

に
よ
る
食
農
教
育
の
一
環
で
、
地

元
食
材
を
使
い
食
育
の
大
切
さ
や

伝
統
料
理
の
継
承
を
ね
ら
い
と
し

た
食
農
体
験
に
取
組
み
ま
し
た
。

森
岳
小
３
年
生
は
収
穫
し
た
大

豆
を
使
っ
て
豆
腐
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
豆
乳
に
に
が
り
を
加

え
、
固
ま
っ
た
ら
木
枠
の
型
に
入

れ
、
冷
や
し
て
完
成
。
田
村
航
大

さ
ん
は
「
さ
ら
し
を
し
ぼ
る
時
が

一
番
大
変
で
し
た
。
」
沖
田
歩
夢

さ
ん
は
「
豆
腐
は
苦
手
だ
け
ど
み

ん
な
で
作
っ
た
豆
腐
は
お
い
し
か
っ

た
。
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

同
４
年
生
は
伝
統
料
理
き
り
た

ん
ぽ
鍋
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
炊
い
た
ご
飯
を
袋
に
入
れ
て

つ
ぶ
し
、
串
に
つ
け
て
形
を
整
え

最
後
に
焼
い
て
き
り
た
ん
ぽ
の
完

成
。
地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
鍋
に
入
れ
て
出
来
上
が
り
。
あ

つ
あ
つ
の
鍋
を
お
い
し
そ
う
に
食
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み
た
ね
の
学
校

こ
の
度
、
山
本
中
学
校

で
健
康
な
体
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
保
健
集
会
が
開

催
さ
れ
、
生
徒
は
日
々
の

生
活
を
見
直
す
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

初
め
に
健
康
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表

が
あ
り
、
通
信
端
末
の
部

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

作
品
「
休
ま
せ
よ
う
ス
マ

ホ
だ
っ
て
疲
れ
て
る
」

（
３
Ａ
佐
々
木
一
成
さ
ん
）

等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
手
作
り
の
元
気
カ
ル

タ
も
紹
介
さ
れ
、
学
区
内

の
小
学
校
に
贈
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
青
森
県
立
保
健
大

学
、
角
濱
春
美
教
授
の
講

演
で
は
、
事
前
に
実
施
し

た
睡
眠
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
も
と
に
質
問
形

式
で
進
め
ら
れ
、
生
徒
は

興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し

た
。
自
分
に
合
っ
た
時
刻
・

睡
眠
時
間
を
探
し
、
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
時
は
長
く
眠
っ

て
レ
ム
睡
眠
を
確
保
す
る

こ
と
等
、
健
康
な
体
づ
く

り
の
た
め
の
留
意
点
を
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
櫻
庭
愛

さ
ん
（
２
年
）
は
「
寝
る

前
に
ネ
ッ
ト
は
せ
ず
自
分

に
合
っ
た
睡
眠
を
見
つ
け

た
い
。
」
石
井
美
有
さ
ん

（
３
年
）
は
「
寝
る
時
間
、

起
き
る
時
間
を
で
き
る
だ

け
変
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

きりたんぽづくり 豆腐づくり

先
月
、
山
本
地
区
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
あ
の
ね
の
ネ
」
（
三

浦
重
一
代
表
）
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
会
が
山
本

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。

前
半
は

落
語
や
大

型
絵
本
等
の
読
み
聞
か

せ
が
行
わ
れ
、
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
途

中
に
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。
後
半
は
講
堂

に
移
動
し
ダ
ン
ス
や
ポ

テ
ト
ヘ
ッ
ド
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ト
ナ
カ
イ
役
で
登
場

し
た
田
村
ま
ひ
る
さ
ん

（
金
小
３
年
）
は
「
は

ず
か
し
か
っ
た
け
ど
が

ん
ば
れ
て
よ
か
っ
た
。
」

同
じ
く
菊
地
紗
菜
さ
ん

は
「
サ
ン
タ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
や
れ
て
楽
し
か
っ

た
。
」
途
中
で
絵
本
を

読
ん
で
く
れ
た
田
浦
秋

穂
さ
ん
（
下
小
３
年
）

は
「
休
み
を
入
れ
て
読

め
ま
し
た
。
」
同
じ
く

岡
良
佳
さ
ん
は
「
み
ん

な
に
喜
ん
で
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
。
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。
浜
口

か
ら
参
加
し
た
清
水
稟

太
郎
さ
ん
（
５
歳
）
は

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
。
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

湖
北
小
学
校

山
本
中
学
校

あ
の
ね
の
ネ

巻き寿司づくり

て
い
ま
し
た
。
小

澤

心

優

さ

ん

は

「
ご
飯
を
袋
に
入

れ
て
手
で
つ
ぶ
し

た
ら
も
ち
も
ち
し

て
楽
し
か
っ
た
。
」

グ
ラ
ン
マ
マ
の
小

山
内
惠
子
さ
ん
は

「
出
来
栄
え
は
上
出
来
で
す
。
こ
ん

な
経
験
が
で
き
て
子
ど
も
た
ち
は
幸

せ
だ
ね
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

浜
口
小
５
年
生
は
、
巻
き
寿
司
づ

く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。
紅
白
の
酢

飯
に
紅
シ
ョ
ウ
ガ
や
卵
、
き
ゅ
う
り
、

シ
イ
タ
ケ
等
を
使
っ
て
見
事
な
椿
模

様
の
巻
き
寿
司
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

檜
森
星
那
さ
ん
は
「
巻
き
す
で
巻
い

て
作
る
の
が
大
変
で
し
た
。
切
っ
た

ら
椿
の
形
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
」

牧
野
悠
莉
華
さ
ん
は
「
家
で
も
別
の

具
で

挑
戦

し
て

み
た

い
。」

と

感

想

を

話
し

ま
し

た
。

こ
の
度
、
湖
北
小
学
校
５
年
生
が

社
会
科
の
学
習
で
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
を
見

学
し
ま
し
た
。

持
ち
込
ま
れ
た
お
米
を
乾
燥
さ
せ
、

水
分
を
調
整
し
精
選
（
籾
摺
り
、
精

米
）
の
過
程
を
経
て
か
ら
備
蓄
。
途

中
の
籾
選
別
機
で
粒
の
良
く
な
い
米

を
は
じ
く
過
程
で
は
実
際
に
米
が
流

れ
る
様
子
を
見
な
が
ら
わ
か
っ
た
こ

と
を
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。
七
千
ト

ン
の
米
を
保
管
で
き
る
こ
と
を
知
る

と
驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
働
い

て
い
る
職
員
は
」

「
い
つ
ま
で
保

管
し
て
い
る
の
」

な
ど
の
質
問
を

す
る
と
、
職
員

か
ら
て
い
ね
い

に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
川
雅
優
さ
ん
は
「
お
米
の
水
分
が

16
～
17
％
に
な
る
と
焼
け
て
黒
く
な

る
こ
と
に
驚
い
た
。
」
田
森
巴
さ
ん

は
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米
は
い

ろ
ん
な
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
」

と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。
収
穫

し
た
お
米
が
備

蓄
さ
れ
る
ま
で

の
仕
組
み
を
理

解
す
る
こ
と
が

で
き
た
見
学
と

な
り
ま
し
た
。

山
本
中
で
開
催
さ
れ
た
保
健
集
会

で
講
演
を
聞
い
た
と
き
の
こ
と
。

統
計
上
、
大
人
は
７
時
間
の
睡
眠

を
と
る
人
が
特
に
長
生
き
す
る
そ
う

で
す
。
６
時
間
以
下
で
も
９
時
間
以

上
で
も
短
命
に
な
る
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
妙
に
７
時
間
の
睡
眠
を

意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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を
加
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、
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の
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、
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完
成
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大

さ
ん
は
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さ
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し
ぼ
る
時
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変
で
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た
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沖
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さ
ん
は
「
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は
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だ
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ど
み

ん
な
で
作
っ
た
豆
腐
は
お
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し
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た
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と
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ま
し
た
。

同
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年
生
は
伝
統
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理
き
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た

ん
ぽ
鍋
づ
く
り
に
取
り
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み
ま
し

た
。
炊
い
た
ご
飯
を
袋
に
入
れ
て

つ
ぶ
し
、
串
に
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け
て
形
を
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え

最
後
に
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て
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り
た
ん
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の
完

成
。
地
元
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を
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に
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を
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、
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作
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の
元
気
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、
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る
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間
を
で
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け
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せ
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、
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で
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移
動
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や
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作
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を
楽
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み
ま
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た
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ト
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ど
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楽
し
か
っ

た
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途
中
で
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を

読
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田
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は
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は
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と
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ま
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年金
だより

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

広告

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018ー865ー2379　　健康推進課医療年金係　☎85ー2137
　  琴丘総合支所地域生活係　☎87ー3516　　　　　　山本総合支所地域生活係　☎83ー2115

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関（ゆうちょ銀行を含む）または年金事務所へお申し出ください。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々50円引きされる早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い、６ヶ月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。

～ 国民年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき～
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金を受けられない場合があります。経済的な理由等で国民年金保険料を納付すること
が困難な場合には保険料の納付が免除・猶予となる「※保険料免除制度」や「※（50歳未満）納
付猶予制度」がありますので、三種町役場の国民年金担当窓口で手続きをしてください。
 ※「保険料免除制度」　
　�　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月から６月分の申請をされる場合は前々年
所得）が一定額以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困難な
場合は、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除になります。

 ※「保険料納付猶予制度」　
　�　20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得（１月から６月分の申請をされる場合は
前々年所得）が一定以下の場合には、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると
保険料の納付が猶予されます。これを納付猶予制度といいます。

口座振替での前納のお申し込みはお早めに
　口座振替での平成31年度分の６カ月前納・１年前納・２年前納の締切日は、平成31年２月末（必着）です。
※�すでに口座振替で前納されている方は、再度のお申込みの必要はありません。
　�ただし、１年前納から２年前納への変更など、振替方法を変更される場合は、再度お申し込みが必要です。
※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度はご利用いただけません。

平成31年２月 24



保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。

詳しくはお問い合わせください。

広告

インフォメーションインフォメーション塚
本
タ
カ
セ
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ブ
三
種
町

　

フ
ル
バ
ン
ド
で
歌
い
上
げ
る

極
上
の
ソ
ウ
ル
！
心
を
ま
っ
す

ぐ
に
射
抜
く
力
強
い
歌
声
を
皆

様
に
お
届
け
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
２
月
３
日

　
　
　
　
　

14
時
30
分
～

⃝

と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
文
化
館

⃝

入
場
料　
３
０
０
０
円

⃝

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

　

カ
フ
ェ
リ
エ
ゾ
ン
、
ハ
ー
ベ

リ
ー
、
ロ
ー
ソ
ン
能
代
浅
内
店

問
い
合
わ
せ
先
…
三
種
ゴ
ス
ペ

ル
事
務
局

（
☎
０
１
８
５
―
８
５
―
２
０
０
１
）

長
信
田
の
森
演
劇
公
演

「
い
ま
だ
風
は
見
え
ず
」

　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
長
信

田
の
森
物
語
を
演
劇
に
書
き
下

ろ
し
ま
し
た
。

⃝

と　
き　
３
月
17
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

⃝

と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
文
化
館

⃝

入
場
料　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
…
長
信
田
の
森

心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
（
☎
７
２
―
４
１
３
３
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

歌
謡
教
室

　

２
月
23
日　

13
時
～
16
時

※
２
月
の
休
館　

４
、12
、18
、25
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

ゆ
め
コ
ン
vol.
１

　

今
話
題
！
出
会
い
の
イ
ベ
ン

ト
が
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
ナ
ウ
で
ヤ
ン
グ
な
出

会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
「
ゆ
め
コ

ン
」。
ゲ
ス
ト
Ｍ
Ｃ
に
は
、
あ

の
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
ス
テ
ー
ジ

ラ
イ
ブ
２
０
１
８
に
も
出
演
し

た
「
ヤ
ル
キ
ス
ト
」
を
迎
え
て

マ
ジ
で
イ
ケ
イ
ケ
な
会
場
を
よ

り
一
層
楽
し
げ
な
雰
囲
気
に
包

み
込
み
ま
す
。

⃝

と　
き　
２
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　

16
時
～
18
時

⃝

と
こ
ろ

　
ゆ
め
ろ
ん
２
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝

対　
象

　

独
身
男
女
21
歳
～
39
歳

⃝

会　
費

　

男
性
・
女
性
１
０
０
０
円（
飲

み
放
題
、
お
食
事
付
き
）

⃝

締
め
切
り　
２
月
５
日（
火
）

申
込
み
先
…
み
た
ね
ー
し
ょ
ん

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

m
itanation.com

）よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
？

「
筆
界
特
定
制
度
」

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土

地
の
筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
た
め
、
法
務
局
が

現
地
に
お
け
る
筆
界
の
位
置
を

特
定
す
る
制
度
で
す
。

　

隣
接
地
と
の
境
界
が
分
か
ら

ず
に
困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に

つ
い
て
臨
地
の
所
有
者
と
意
見

が
一
致
せ
ず
に
困
っ
て
い
る
方

は
、
筆
界
特
定
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
地
方
法

務
局
登
記
部
門
筆
界
特
定
室

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
１
４
４
２
）

面
接
の
不
安
解
消
！
面
接
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
の
ご
案
内

　

面
接
時
の
心
構
え
、
受
け
答

え
の
ポ
イ
ン
ト
、
企
業
が
重
視

し
て
い
る
こ
と
等
を
学
ん
で
、

面
接
試
験
突
破
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

⃝
�

と　
き　
2
月
26
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

⃝

講　
師　
社
会
保
険
労
務
士

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

鈴
木　

郁
子
氏

⃝

対　
象　
44
歳
ま
で
の
求
職

活
動
中
の
方
（
学
生
を
除
く
）

⃝

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
お
持
ち

の
方
）

※�

用
意
で
き
る
方
は
応
募
予
定

の
求
人
票
・
履
歴
書
・
職
務

経
歴
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

⃝

受
講
料　
無
料

⃝

定　
員　
10
名

　
　
　
　
　
（
3
名
か
ら
開
催
）

※�

雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
１

回
の
活
動
実
績
に
な
り
ま
す

申
し
込
み
先
…
あ
き
た
就
職
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
８
６
―
４
４
―
５
１
０
０
）

自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
待
た
ず
に
お
早
め
に
！

　

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動

車
検
査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年

大
変
混
み
あ
い
ま
す
。
特
に
３

月
中
旬
以
降
は
大
変
混
雑
し
、

申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

自
動
車
税
の
諸
手
続
き
を
ご

予
定
の
方
は
、
年
度
末
前
の
比

較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬

ご
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
運
輸
局

秋
田
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
２
）

公
共
職
業
訓
練
４
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

⃝
訓
練
期
間

　
�

平
成
31
年
４
月
３
日
～
９
月

30
日

⃝

訓
練
時
間　

　

９
時
20
分
～
15
時
40
分

⃝

会
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
　
　
　
　
　
　
　
（
潟
上
市
）

⃝
訓
練
科
（
定
員
）

　

電
気
設
備
技
術
科
（
13
名
）

　

ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）

⃝

募
集
期
間　
２
月
27
日
ま
で

⃝

受
講
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

助
産
師
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

中
・
高
校
生
等
の
思
春
期
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
向
け

に
助
産
師
の
菅
原
光
子
先
生
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
護
者
以
外
の
方
で
も
講
演

を
聞
き
た
い
方
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

⃝

と　
き　
２
月
28
日（
木
）

　

�

10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
受
付
10
時
か
ら
）

⃝

と
こ
ろ　

　

�

能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

⃝

講　
師

　

助
産
師　

菅
原　

光
子
先
生

⃝

定　
員　
50
名
程
度（
先
着
）

⃝

参
加
費　
無
料

　

た
だ
し
事
前
申
込
み
が
必

要
。

⃝

申
し
込
み
方
法　

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
２

月
25
日
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
能

代
山
本
地
区
協
議
会
（
山
本

地
域
振
興
局�

福
祉
環
境
部�

児

童
・
生
活
保
護
班
）

（
☎
５
５
―
８
０
２
０
）

Ｅ
メ
ー
ル

yam
afuku@

pref.akita.lg.jp

広報 みたね
mitane town
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行事予定

2月
町の人口と世帯数

●人　口 16,693人 （-37）
　 【男】 7,764人   （-23）
　 【女】 8,929人   （-14）
●世帯数 6,947戸   （- 9）
※平成30年12月末現在、（  ）内前月比

　平成最後の年が始まりました。始まっ
たと思ったらすぐに終わってしまいます
けれども。平成最後の～はよく見かけま
す。それは次の元号でも起きるわけで、
◯◯最初の～をよく見かけることになり

そうです。何かとメモリアルな一年にな
りますね。
　自分のことでいうと、釣りが趣味なの
で平成最後に釣った魚と◯◯最初に釣っ
た魚がでてくるわけです。４月と５月に
釣れる魚は何かと今から考えてしまって
います。いつもより雪解けが待ち遠しく
なった平成最後の冬です。 （伊）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 金 わくわくひろば　「みんなで豆まき！鬼は外!!」（琴丘保育園　９：30～11：30）

ドラえもんひろば「豆まき会に参加してみましょう！」（森岳保育園　９：30～11：30）
2 土
3 日
4 月 男性の介護予防講座「おとこ塾」（中嶋ふれあいセンター　13：30～15：00）

5 火
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）
健康講座「健康長寿のための食生活と脂質栄養」（保健センター　14：00～）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
わく・ドラ・メロン「おさがり交換会」（八竜改善センター　９：30～11：30）

6 水 認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）
7 木
8 金 健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　９：30～11：30）

鵜川保育園開放日 「みんななかよし」（鵜川保育園　10：00～11：00）
9 土
10 日
11 月 建国記念の日

12 火
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
三地区なかよし交流会「親子でおひなさまクッキング！」（ＪＡ秋田やまもと本店２階　９：30～11：30）

13 水 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）
14 木

15 金
２歳児歯科健診（保健センター）
八竜保育園開放日「さよなら　またね」（八竜保育園　９：30～10：30）
八竜幼稚園開放日「おやつパーティー」（八竜幼稚園 10：00～11：00）

16 土
17 日 第11回三種町８人制バレーボール大会（八竜体育館　８：30～）
18 月 男性の介護予防講座「おとこ塾」（中嶋ふれあいセンター　13：30～15：00）

19 火
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
がん患者のつどい（保健センター　13：30～）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
わくわくひろば「おひなさまを作りましょう！（発育測定）」（琴丘保育園　９：30～11：30）

20 水
山本地域行政相談所（山本公民館　10：00～12：00）  
八竜地域行政相談所（八竜改善センター　10：00～12：00）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（すいらんの館　10：00～11：30）
メロンキッズひろば「発育測定＆ひなまつり飾り作り」（八竜改善センター　９：30～11：30）

21 木
３歳児健診（保健センター）
おれんじカフェ（山本公民館　13：30～15：00）
ドラえもんひろば「おひなさまを作りましょう！」（森岳保育園　９：30～11：30）
浜口保育園　開放日「お店やさんごっこ」（浜口保育園　10：00～11：00）

22 金 乳児健診（保健センター）
23 土
24 日
25 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
26 火
27 水
28 木 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）

健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

平成31年２月 26




